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令
和
５
年

月
１
日
（
水
）
、
長
野

県
松
本
深
志
高
等
学
校
を
視
察
し
た
。

同
校
は
、
本
年
度
、
創
立
１
４
７
年
目

の
男
女
共
学
の
公
立
高
校
で
あ
る
。

「
高
い
レ
ベ
ル
で
の
様
々
な
学
び
」
を

通
じ
て
、
「
自
治
の
校
風
」
を
追
究
し

そ
の
理
想
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
者
と
協
働
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創

造
し
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
力
強
く

骨
太
な
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。

社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業

生
を
多
数
輩
出
し
、
今
春
の
卒
業
生
の

主
な
進
路
先
と
し
て
は
、
北
大

名
、

東
大
３
名
、
国
公
立
大
・
医
・
医
合
計

名
等
と
な
っ
て
い
る
。
部
活
動
競
技

や
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
等
で
、
全
国
レ
ベ

ル
の
活
躍
を
見
せ
る
生
徒
も
い
る
。
生

徒
の
自
治
を
重
ん
じ
、
校
則
や
制
服
を

定
め
て
い
な
い
。
学
業
、
部
活
動
、
生

徒
会
活
動
、
課
題
探
究
等
、
学
校
教
育

全
体
を
通
じ
、
自
ら
考
え
、
自
ら
の
責

任
で
行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

る
。
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登録有形文化財に指定されて
いる教室棟(11月1日撮影)

生徒会活動 ～探究的に自らの課題解決を図る場～
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「
深
志
の
自
治
の
象
徴
」
と
も
言
わ
れ
る
「
と
ん
ぼ
祭
」

は
、
毎
年
七
月
に
四
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

と
ん
ぼ
祭
を
実
施
す
る
目
的
や
企
画
内
容
、
当
日
の
運
営
、

感
染
症
・
熱
中
症
対
策
等
の
危
機
管
理
に
至
る
ま
で
、
生
徒

自
身
が
議
論
を
重
ね
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
る
。
生
徒
は
、

こ
の
と
ん
ぼ
祭
を
日
頃
の
研
究
の
成
果
や
、
仲
間
と
の
協
働

を
発
揮
す
る
場
と
考
え
て
い
る
。

生
徒
会
予
算
約
七
百
万
円
の
使
い
道
に
関
し
て
も
、
生
徒

達
が
折
衝
会
・
生
徒
大
会
を
経
て
、
自
ら
決
定
し
て
い
る
。

予
算
折
衝
で
は
、
各
部
の
請
求
に
対
し
、
会
計
経
理
委
員
会

が
綿
密
な
調
査
を
行
い
、
長
期
的
な
視
点
で
購
入
す
る
物
品

の
優
先
順
位
を
判
断
し
な
が
ら
、
調
整
を
図
る
。
議
論
が
白

熱
し
、
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

さ
ら
に
、
部
活
動
中
に
お
け
る
近
隣
住
民
へ
の
騒
音
問
題

に
つ
い
て
も
、
生
徒
自
身
が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、

地
域
の
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
解
決
を
図
っ
た
と
い
う
。

こ
の
課
題
を
機
に
、
「
鼎
談
深
志
」
と
い
う
組
織
を
立
ち
上

げ
、
住
民
・
生
徒
・
学
校
が
よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
築
す
る
た
め
に
対
話
を
重
ね
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
治
活
動
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
長

い
歴
史
の
中
で
先
輩
か
ら
後

輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

深
志
の
精
神
の
他
、
教
員
の

生
徒
に
対
す
る
関
わ
り
方
も

大
き
い
と
感
じ
た
。
対
等
の

大
人
と
し
て
生
徒
と
対
話
す

る
姿
勢
、
会
議
や
予
算
折
衝

の
後
に
は
丁
寧
に
話
を
聴
き
、

必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
等

の
後
方
支
援
も
欠
か
さ
な
い
。

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
大
切

に
し
、
あ
く
ま
で
も
陰
か
ら

支
え
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

丁
寧
に
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
っ
た
校
長
先
生(

右)

・

教
頭
先
生(

左)

生
徒
が
学
校
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

松
本
深
志
高
校
の
生
徒
は
、
学
校
の
広
報
活
動
に
も
積
極
的
に

携
わ
り
、
学
校
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、

生
徒
が
管
理
す
る
「
生
徒
ブ
ロ
グ
」
で
あ
る
。
学
校
行
事
や
部
活

動
、
日
々
の
学
校
生
活
に
加
え
、
高
校
受
検
を
控
え
た
中
学
生
に

向
け
て
、
学
ぶ
意
義
や
進
路
選
択
等
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
生
体
験
入
学
で
は
、
生
徒
が
「
深

志
高
校
の
リ
ア
ル
」
を
伝
え
て
い
る
。
生
徒
自
ら
作
成
し
た
動
画

を
も
と
に
、
中
学
生
向
け
に
説
明
を
行
う
ほ
か
、
保
護
者
や
教
職

員
対
象
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
生
徒
・
卒
業

生
が
保
護
者
の
不
安
に
丁
寧
に
答
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
生
徒
は
、

中
学
三
年
生
向
け
の
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も
手
掛
け
た
。

中
学
生
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
配
色
、
写
真

収
集
、
文
章
作
成
等
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
業
者
の
方
や
先
生

方
と
も
綿
密
に
打
合
せ
を
行
っ
て
き
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙

を
め
く
る
と
、
石
川
裕
之
校
長
先
生
と
現
生
徒
会
長
の
生
徒
が

「
深
志
の
自
治
」
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
う
ペ
ー
ジ
が
登
場
す
る

な
ど
、
特
色
あ
る
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

知の探究

同
校
で
は
、
課
題
探
究
や
信
州

大
連
携
ゼ
ミ
、
各
分
野
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
講
師
と
し

た
特
別
講
義
等
を
通
じ
て
、
生
徒

が
本
物
の
学
び
や
、
実
社
会
と
つ

な
が
る
学
び
を
つ
か
む
場
を
創
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
頃
の
授
業

で
は
、
教
員
の
個
性
が
活
か
さ
れ

て
お
り
、
生
徒
は
知
識
注
入
型
の

学
び
、
探
究
型
の
学
び
、
協
働
的

な
学
び
等
、
様
々
な
ス
タ
イ
ル
の

学
び
か
ら
、
知
の
探
究
を
深
め
て

い
る
。

英語の授業における
協働的な学びの様子

編
集
後
記

今
回
の
訪
問
で
は
、
昼
休
み

中
に
、
前
生
徒
会
長
と
前
会
長

補
佐
役
の
生
徒
二
名
と
対
談
す

る
機
会
も
設
け
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
中
で
、
生
徒
は
「
深
志
は
、

伝
統
校
で
は
な
く
、trad

itio
n

al

な
学
校
で
す
。
昔
の
も
の
を
そ

の
ま
ま
引
き
継
ぐ
の
で
は
な
く
、

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

て
い
け
る
学
校
を
創
っ
て
い
き

た
い
。
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ

た
。
昨
今
、
正
解
の
な
いV

U
C

A

の
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
深
志

高
校
の
生
徒
は
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
、
行
動
し
て
い
る
様
子

が
見
て
取
れ
た
。
陰
な
が
ら
支

え
て
く
れ
て
い
る
先
生
方
へ
の

敬
意
も
持
ち
な
が
ら
、
自
治
の

精
神
を
発
揮
し
て
い
る
生
徒
の

姿
に
大
変
感
銘
を
受
け
た
。
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